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平成18年12月期 通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年2月16日の平成17年12月期決算発表時に公表した平成18年

12月期の業績予想（連結・個別）を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成１８年１２月期 連結通期業績予想の修正（平成18年1月1日 ～ 平成18年12月31日） 
 （単位：百万円） 

 売 上 高  経 常 利 益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成18年2月16日発表） 

３７,８００ １,７５０ ７１０

今回修正予想（Ｂ） ３８,７００ ２,２２０ １,２４０

増減額（Ｂ－Ａ） ９００ ４７０ ５３０

増 減 率 ２.４％ ２６.９％ ７４.６％

（ご参考） 前期実績（平成17年12月期） ４３,３４３ １,６６９ ９７０

 

２．平成１８年１２月期 個別通期業績予想の修正（平成18年1月1日 ～ 平成18年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売 上 高  経 常 利 益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成18年2月16日発表） 

２４,９００ １,１５０ ４５０

今回修正予想（Ｂ） ２４,６００ １,１２０ ７２０

増減額（Ｂ－Ａ） △ ３００ △ ３０ ２７０

増 減 率 △ １.２％ △ ２.６％ ６０.０％

（ご参考） 前期実績（平成17年12月期） ２３,９７７ １,２７６ ４９７
 
３．修正を生じた理由 

平成18年12月期の個別業績は、国内建設投資が減少基調で推移している状況下、売上と経常

利益が、期初の予想を僅かに下回る見込みですが、応用アール・エム・エスの会社分割に伴う

株式売却益などにより、当期純利益は増益となる見込みです。 

連結業績は、調査事業でアスベスト関連分野で売上を拡大していること、計測機器事業では、

活況な資源開発市場への探査装置の販売が好調であり、地震計の中国向け大型案件などにより、

売上が期初の予想を上回る見込みです。 

また、上記株式売却益に加え、持分法による投資利益の増加などにより、経常利益ならびに

当期純利益が増益となる見込みです。 

 
以  上 


